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(1) バーミヤーン県の水車
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石仏の存在で著名なバーミヤーン Bamiyanを主邑とするバーミヤーン県も，先述のゴール
県やヘラート県山間部と同様な自然的条件下にある山岳県であって，谷筋に位置する村々には
多くの水車が養われている。
西部の要衝ヤカーウラング Yakaulang村はバーザールもともなった戸数100~200程度の大
村であるが，（後出の）バンディ＝アミール Band-i-Amir湖から流出して西へ流れる同名の川
にそって水車小屋2が数えられる。ヤカーウラング村で収穫された小麦・大麦はほとんど例外
なくこれらの水車小屋にもたらされて製粉されるが，ただ冬季を中心に，晩秋から初春にかけ
ての6カ月間は凍結によって水車も休業するため，各農家も手回し臼（ダスタース dastas)の
備えを持つ。なお水車小屋の賃挽料は1カハルワール kharwar(= 80セルser)につき 4セル，
すなわち1/20である。 ((1964.10. 22.)) 
，，ミーミヤーンの石仏と並びアフガニスタン最大の観光資源であるバンディ＝アミール湖は，
河水に含まれた石灰分が凝固して堰堤となり，元の川筋を幾段にも堰止めることによって生じ
た天然の湖であるが，この最下流の堰堤下にも水車小屋が認められる。その数は，下流に向か
ってふくらみをもつ堰堤の直下の 2カ所に分かれて4水車ずつ，計8水車であり，天然の堰堤
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第30図水車・風車関係調査地 (3)
第31図 バンディ＝アミール湖畔の水車小歴（堰堤上より写す）
ぞいにほとんど垂直に設けられ
た導水路によって，その高さを
フルに利用した約 15mにも及
ぶ高落差に特徴がみられる（第
31図）。天然湖に直接頼っている
ため水量も豊かであり，年間を
通じて操業が約束された高能率
の水車であるが，しかしこの水
力に見合うだけの小麦・大麦の
生産がバンディ＝アミール村お
よびその付近にともなわれてい
ないため，年間 9カ月間にわたって休業を余儀なくされる。なお，季節的な水量変化に合わせ
て，上臼は，厚さは 20cmで一率ながら，半径 60cm,55cmの大小2種が用意されている。
なお，穀入れは水車小屋によって木箱と木枝編みの 2種類があり一定しない。水車の停止装置
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（グー シュ gush)は備わっている。賃挽料は1カハ 1レワールにつき4セル， すなわち上記ヤ
カーウラング村の例と同じく1/20である。 ((1964.10. 22.)) 
，，ミーミヤーン県の東部はバーミヤーン川の流域となるが，この川筋の河谷の村々も水車に依
存するところが大きい。バンディ＝アミール湖から東方へ 30km,小峠をこえて達するカルガ
ナトゥ Karghanatu村は，戸数5,人口50人の小村であるが水車小屋4を持つ。水はバーミヤ
ーン川から水路によって導かれ，用済み後は再びバーミヤーン川に戻される。水車の落差は 3
m程度である。ただ，水量は豊富ではなく，また凍結のため冬中心に6カ月にわたって水車は
休止する。この村で作付けされ水車にかけられる穀類も大麦が主で小麦は少量である。製粉の
賃挽料は80セルにつき4セルである。 ((1964.10. 22.)) 
主邑バーミヤーソ付近においても水車を取りまく状況はほぼ同様である。たとえばその西方
16kmに位置するマレキ＝シャヒーザール Malek-i-Shahizar村は， 50戸の戸数に対して4台
の水車をバーミヤーン川の河岸に持っている。製粉の対象となるのは小麦・大麦である。ただ
し冬は3カ月にわたって河川の結氷のため運転は休止する。石臼（上臼）は半径 50cm,厚さ
18cmであるが，水量が減じる時期には上臼はやや軽目のものに取替えるとのことである。落
差は約 4mで，グーシュの備えを持つ。賃挽料は同じく80セルにつき 4セルすなわち1/20で
ある。
また，さらにバーミヤーン川を 5km遡った位置にあるミンシャハル Minshahr村でも水
車2台を数えるが，同じくその目的は小麦・大麦の製粉用であり，冬中心に6カ月間は凍結の
ため水が途絶える。石臼（上臼）の大きさは半径 60cm,厚さ 20cmであり， 落差は約 6m
である。 またグーシュ装置もともなうが， 落差が大であるためグーシュの腕木の長さも 4m
に達する。賃挽料は前例同様80セルにつき4セルである。 ((1964.10. 23.)) 
(2) カーブル周辺の水車
，，ミ—ミヤーン盆地とはシバル Shibar 峠で隔てられた東側のゴルバンド Ghorband 川河谷
は，首都カープル Kabulとバーミヤーンとを結ぶ交通路として旅客の往来も多いが， その川
筋にも至るところ製粉水車が認められる。しかも，バーミヤーン県ではほとんどの水車が凍結
によって冬の休業が余儀なくされるのに対して，ゴルバンド川河谷の水車は冬も十分の水を得
て操業が可能であるという。
しもて
たとえば，ゴルバンド村の 1km下手にあるカラ＝シアーフ KalaSiah村は戸数50戸の小
村であるが，ゴルバンド川の水によった水車2台を持ち，冬も操業する。製粉される穀物は小
麦・大麦・とうもろこしであり，賃挽料は80セルにつき4セルである。
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一方，ゴルバンド村の上流 27kmのシャハリ Shahri村も，ゴルバンド川から導水する水
車40台を持つという。冬も操業し小麦・大麦・豆類を製粉する。賃挽料は80セルにつき 2セル
である。 ((1964.10. 24.)) 
カープル北郊約 40kmにあるイスクーリフ Istalif村，カラバーグ Karabagh村の水車事
情は次の通りである。
イスターリフ村には戸数1,000戸に対して40台の水車があるという。コーヒ＝バーバー Koh-
i-Baba山脈東部山龍に位置するため水は豊富であるが， 40台のうち35台までほ冬は凍結のため
3カ月間休業する。製粉の対象となるのは小麦・大麦・ とうもろこしであり，製粉能力は平均
1昼夜300セル (::,:2,100 kg) である。賃挽料は80セルにつきI½セル，すなわち1/53.3とかな
りの低額である。
カラバーグ村は後述のクシュキ＝ナクフード村同様，地下に掘られた灌漑水路カレーズ
karezによって養われる村であるが，同じくこの水を用いる 4台の水車が存在する。しかし供
給される水の絶対量が少ないために水車の運転は冬の 2カ月に限られる。そのため農家には手
回し臼の用意がある。水車にかけられる穀物は小麦・大麦・とうもろこし・豆類であり，賃挽
料は80セルにつき2½セルである。 ((1964.10. 28.)) 
(3) 〔参考〕ローガル県ピアル＝ケヘル村々民（ことっての水車製粉
ローガル Logar県はカープル県に南接する小県であるが， 1970年にそのうちの一村，ピア
ル＝ケヘル PiaruKhel村に滞在して農村調査を施した勝藤 猛によれば，この村の村人たち
① 
の製粉水車との係りは以下の通りである。なお地名表記にあたっては，統一の必要から，筆者
なりの方法に改めさせて貰ったことを断っておく。
ピアル＝ケヘル村はプシュトゥ族ギルザイ系のスタンキザイ族のつくる村で，戸数55,人口
365, 小麦・とうもろこし・アルファルファ・西瓜などを作付ける農村であるが， 秋の麦の播
種が終ると，小麦・とうもろこしの製粉にとりかかる。といっても，かつて村に存在していた
水車は壊れているために， 現在では村の西南方はるかかなたのワルダク渓谷 Tang-e-Wardak
の水車場まで，片道数時間の道のりをロバでこれらの穀類をもたらし，同じく挽き上った粉を
持ち帰らねばならない。この厄介さに加えて，調査年次のように干魃で水不足の年には，ピア
ル＝ケヘ Jレ村以外の村々でも自村の水車がその機能を停止するため， ワルダク渓谷の水車場へ
は多くの村々からの依頼が殺到する。それ故順番待ちのための時間の浪費も大きい。あるいは
早朝暗がりのうちに出かけ，夜遅く帰宅するなど，製粉もきぴしい仕事である。製粉料は現物
により， 1セルあたり小麦は半バウ pau(16バウが1セルであるから1/32), とうもろこしは
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1パウ（すなわち1/16)である。
7. 南部アフガニスタンの製粉水車
(1) ガズニーの水車
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10~12世紀にガズニー Ghazni朝の首都として栄えたガズニーは，今日でもカープルーカソ
ダハールKandahar間の交通の要衝を占め，ガズニー県の主都・地方中心としてのにぎわいを
みせている。町の中央を南北に縦断してこの町に潤いを与えているのはガズニー川であるが，
この川は同時に町なかに20の製粉水車（ジャランダーフ Zharandah)を養っている。そのうち，
ガズニー川から直接導水する 2カ所の水車場での見聞は以下の通りである。
まず，オラン＝サーカハル OlanSakhar氏の所有する水車は，小麦・大麦・とうもろこし
を対象とし， 1昼夜に500セル (='3,500kg)の製粉能力をもつ。ただし冬の40日間は河川の
凍結のために水車は休止する。石臼（上臼）の大きさは半径 56cm,厚さ 15cmであり，穀入
れは石臼の上方 120cmの位置に横置きにされたくり抜き胴木である。それより長さ 50cmの
管が下方に延ぴ， その先端に横向きに長さ 40cmの落とし口が取付けられている。賃挽料は
80セルにつき 2セルすなわち1/40という。
いま一つの水車はゴウド Gowd氏の所有にかかる。 製粉の対象は小麦・大麦．とうもろこ
し・米などであり，冬3カ月は河川凍結のため休業する。水車番は2人が雇われているが，賃
挽料は80セルにつき 2½ セルすなわち1/32である。たまたま水車は停止しており，水車番は臼
の目立て作業中であったが（第32図），見るところ臼は溝をもたないいわゆる「目なし臼」であ
り，この作業も正しくは臼面の
調製作業というべきであろう。
この機会を利用して測定しえた
石臼の大きさは，下臼は半径
60cm, 厚さ 20cm,上臼は大小
2種類あって大は半径 57cm,
厚さ 20cm,小は半径 53cm,
厚さ 15cmである。なお石材
はカープル南郊 20kmのチャ
ハーラースタール Chaharastar
村の産である。 第32図石臼の調製作業（ガズニー）
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なおこれらの水車小屋には水車を停止させるためのグーシュ装置の備えがあるが，一方，水
路の上方には余水吐があり，長期の水車停止にあたってはこの余水吐が専ら用いられている。
((1964. 10. 30.)) 
(2) カンダハールの水車
南部アフガニスタンの中心部市カンダハールは，交通の要衝，商工業の中心として栄え，首
都カーブルに次ぐアフガニスタン第2の都市で人口は約13万を数える。またその周辺地域は，
アルガンダーブ Arghandab川から引かれた無数の用水路によって潤わされて肥沃な農村地帯
を形成し，小麦・大麦・野菜・果実・綿花などの産に恵まれている。
カンダハールの町から西へ，今日流でいうアジア＝ハイウェイを走って 4.2kmにあるサル
プーザ Sarpuza村は，そのような用水路に沿った郊村の一つである。 カンダハールの西の入
ロに位置し，ガソリンスタンドや茶店が設けられて幾分宿駅的な雰囲気をただよわせる集落で
あるが，ハイウェイと用水路の交差する地点に水車小屋が立地する。
この付近で用水路は約 2.3mの幅を保っているが，それより，幅40cm,深さ 20cmの方形
の，水勢を増すためにやや先細となった木製の導水管が，水車小屋下方の車輪に向かって落差
約 2mで差しかけられている。落差が意外に小さいのは水量豊富な証であろう。しかし石臼
（上臼）の大きさは，半径 62cmと50cmの2種類があるが， ともに厚さ 10cmでやや軽羅
の惑がする。製粉能力は1昼夜に200セル（与1,400kg)に達し，年中水が涸れないために一応
周年の操業が可能である。しかし，水蓋の多い春の 3カ月のうちには，回転しすぎによる破損
をおそれて水車を停止する日も時には生じるという。一方アフガン暦 8月のアクラーブ aqrab
月 (10月24日~11月23日）には水械は減少を来すが，水車の休業にまでは至らない。
石臼の上に設けられた穀入れは，北部アフガニスタンのクンドゥーズ地方にもみられたと同
様の木製の方錘型の箱であり， 上縁の一辺は 93cmである。床上にはグーシュ装置も備わっ
ている。なおこのサルプーザ村には製粉水車は34を数えるという。 ((1964.1. 1.) 
(3) クシュキ＝ナクフード村の水車
アジア＝ハイウェイはカンダハールの西方 65kmで，アルガンダーブ川の支流のクシュキ＝
ナクフード Kushk-i-Nakhudワジ（涸れ川）と交差するが， その地点に位置するのがワジ
と同名のクシュキ＝ナクフード村である。クシュキ＝ナクフード村は，このワジなどに発する
何本かの人工的な地下水路カレーズ karezによって養われる農村であるが， 村で6を数える
製粉水車もこれらのカレーズの水によっている点が興味深い。すなわち，水車小屋の立地する
のは，地下から出て表面流となってのちのカレーズ水路ぞいであり，水路ごとに水車は1台と
制限されている。たとえば，聴
き取りの対象に選んだ水車小屋
はチェヘルガザイ Chehelgazai
＝カレーズの開策水路（幅 1.5
m) にそったものであった（第
33図）。
カレーズは人手と費用をかけ
て造られた灌漑用水路であるた
め所有権の対象物件であり，そ
れ故，水の用益にあたっては，
水車のように水そのものを消費
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第33図 クシュキ＝ナクフード村の水車小屋（中央
の在みが水路部分）
しないような場合であっても通常使用料が徴収される。チェヘルガザイ＝カレーズもその例に
もれず，これを所有するのはクシュキ＝ナクフード村の地主陪20名である。一方，水車の所有
主も実はこれらの地主層のうちの4名である。そのため年間100,000アフガニー (1アフガニ
ー=a=6円）の水使用料は，水車を共有する 4名の地主によって25,000アフガニーずつ平等に負
担され，それが20名の間で1人当たり 5,000アフガニーずつ平等に分配される。もちろん実際
の手順としてほ，水車に関係していない地主16名分の取り分80,000アフガニー〔5,000アフガ
ニー X16〕を地主兼水車所有主4名の醐出分80,000アフガニー〔(25,000-5, 000アフガニー）
X4〕でもってまかなうわけである。
製粉の対象となる穀類は小麦
・大麦・とうもろこしである。
一年を通じて水が保証されてい
るため周年操業が可能である
が，しかし水量は豊富ではな
く，製粉能力も一昼夜70セル
匡 490kg)に限られる。石臼
（上臼）も半径 52cm,厚さ 13
cmの小型のもの一種類が用意
されるだけであり，水量変化に
対応する取替え用石臼は持たな 第34図 水車小屋の内部（クシュキ＝ナクフード村）
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い。水車所有主が賃挽料として取得する取り分は，ー昼夜の製粉量70セルに対して 3セル (4
名分）であり，水車所有主に雇われている水車番は給料としてそのうちの1/8を取得する。水
車小屋にたむろしていた村人たちの話では，水車番の収入は恵まれたものであり，貯蓄も増や
しているという。なお，この水車に課せられている税金は年間35アフガニーであり，もちろん
4人の所有主によって乎等に負担されている。
水車小屋は日乾しレンガ造りで間口約 10m,奥行約 4mの広さをもち，石臼は中央の奥位
置に据えられている。その位置へ小屋の背後から水車に向けて差しかけられている導水管は，
うちのり
直径 45cm,長さ約 6mの丸太のくり抜きで，内法断面 30cm, 落差 3mである。カレーズ
依存であるため水量が少なく，当地の水車はカープルやバーミヤーン地方の水車に較べて性能
で劣るというのが村人たちの主張である。ちなみにこの水車小屋の値段は300,000アフガニー
("':'180万円）であるという。 ((1964.11.1.) 
(4) シーンダンド地方の水車
次章でも述べる通り，南部とりわけ南西部アフガニスタンは，水力的基盤に乏しくしたがっ
て製粉水車の設置が制約される状況下にあり，機械製粉がその欠を埋めるべき役割を果たして
いる。しかし南西部にあってもその北縁のファラーフ Farah県の北部ともなれば，地形的・水
量的に水力事情が好転し，再び製粉水車が主役を演じる様相が回復するかのようである。ファ
ラーフ県北部の人口 8万余を数える主邑シーンダンド Shindandでも，機械製粉所の5に対し
て製粉水車は多数が設けられているという。
シーンダンドの町の南方 26kmにあるダルワージ Darwaji村は，南流するシーンダンド川
（アドゥラスカンド Adraskand川）に沿った豊饒なオアシスである。耕地の灌漑用水もこの
河川の水に負うところ大であるが，同時に20台の製粉水車がこれによって養われている。ただ
し，水量は降水期・融雪期である冬・春には豊富であるが，乾季にあたる夏には減水するた
め，夏から秋にかけての 5カ月にわたって水車は休止する。製粉される穀物は小麦・大麦であ
る。製粉能力は水量や個々の水車の性能によって異なるが， 1昼夜40~150セル（与280~1,050
kg)という。穀物がもたらされる範囲は村内の農家にとどまらず，他村や周辺の遊牧民にまで
及ぶ。賃挽料としては水車番が50セルにつき 1セル，水車所有主が20セルにつき 1セル，それ
ぞれ徴収するというが，水車所有主と水車番が異なった率で顧客から双方ともに賃挽料を取る
という方法は，他の事例に照らししてやや珍奇である。 1つの水車を10~20人で共有するとい
う話とともに改めて検討を要しよう。 ((1964.11.3.) 
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8. 南部アフガニスタンの機械製粉
南部アフガニスタンの調査中に印象づけられたことは，北部や中央部に較べて南部では，少
くとも幹線道路ぞいの集落相互の比較に関する限り，自然力に頼らない製粉所がかなり存在し
ているという事実であった。たとえば前記のカレーズ依存の製粉水車6台を数えるクシュキ＝
ナクフード村においても，これとは別に機械製粉所が1カ所所在しているという。あるいは先
にも紹介した『アフガニスタン歴史・政治要覧』の第2巻（ファラーフ Farahおよび南西アフ
ガニスタン），第5巻（カンダハール Kandaharおよび南部中央アフガニスタソ）の巻末付図
を参照しても，南部アフガニスタンでは水車記号もかなりを数えるが，一方ディーゼル製粉所
② 
diesel millの所在も目立っている。
このように，自然力利用から離れた製粉所が南部アフガニスタンにおいて登場してくる理由
しま，一般的にみて水力の存在が，北部・中央部とりわけ中央部に比較して乏しいためである。
以下，南部の各地にみられる機械製粉所の実情を述べることとする。
(1) ムクル町の機械製粉
ガズニーからカンダハールヘ llOkmの地点に，地方中心のムクル Mukurが所在する。こ
の付近は，カンダハール方向へと流れるタルナック Tarnak川の上流河谷にあたり，カレーズが
凝集して水が豊富であるため，製粉水車も 100台を数えるというが，そのような状況の中にあ
りながらムクルの町には， 8カ所に機械製粉所が存在している。そのうちの 7つはディーゼル
ニンジンを動力とし，残る 1つは石油発動機がその動力である。
まず石油発動機による機械製
粉は， 4年前に旧キャラバンサ
ライで開業したものである。製
粉所の持主はアブドゥーラーフ
'Abdullah氏であるが，その話
によればコストは15,000アフガ
ニー（与 9万円）であったとい
う。ただし興味深い点は，その
原動機は石油発動機というもの
の，実l青は自動車のニンジンの
廃物利用とみなされる点である 第35図 ムクル町の機械製粉所の原動機
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（第35図）。一方，石臼の設置方法や仕様は水車製粉の場合と相違がない。ちなみに上臼の大い
さは—全体に布の覆いがあって厚さは不明であるが—半径は 54cm である。なお，製粉さ
れる穀物は小麦・大麦・とうもろこしの3種類であり，製粉量は1日で500セル（与3,500kg) 
に達するという。番人（アシャーバーン Asiyaban) は持主アブドゥーラーフ氏から経営を任
された 3 人がこれに当たるが，賃挽料は80セルにつき 2½ セル（すなわち1/32)が徴収されて
3人の間で分配され，持主には1カ月につき300アフガニー (=;cl,800円）が借料として支払わ
れる。
一方，訪ねることのできたさるディーゼルニンジン機械製粉所での見聞によれば，エンジン
および鉄製の製粉機は1カ月前に取付けられたばかりのパキスタン製 (Abdulmajid& Sons 
社製）であり，その価格は40,000アフガニー（与24万円）であったという。製粉の対象は小麦
・大麦・とうもろこしであり，賃挽料は80セルに対して4セル，すなわち1/20である。なおこ
の製粉所の場合は経営主体は所有主にあり，番人は雇用されたままの身分である。 ((1964.10. 
31.)) 
(2) ファラーフ地方の機械製粉
アフガニスタン南部の中でもファラーフ地方は，乾燥度が一段と強くなるために水力への依
第36図 スルターネ＝バクワーフ村の製粉機
存度が縮小され，したがって機械製粉への傾斜は
より以上の必然性をもつものとみなされる。
まず，ファラーフ東方85kmのスルターネ＝バ
クワー フ Sultan-e-Bakwah村は， カレーズ25本
によって養われる交通の要衝を兼ねた大村である
が，村に所在する 5つの製粉所はそのすべてが機
械製粉所である。なお製粉所は製粉水車と共通す
るジャランダーフの名称で呼ばれている。動力源
はディーゼルニンジンが主であるが，道路ばたの
バザールに立地する製粉所は，ムクルの場合と同
じく自動車部品の転用による石油発動機を動力と
し，製粉機はカンダハール製の国産であるという
（第36図）。製粉される穀物は小麦・大麦・とうも
ろこしであり，賃挽料はこのバザール製粉所の場
合， 80セル C=;c560 kg)につき現金125アフガニ
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-C =::750円）である。見ると
ころ， 2年前に造られたばかり
というこの製粉所のまわりは，
荷運び用のロバやラクダととも
に順番待ちする客たちによって
かなりのにぎわいの様子である
（第37図）。彼らの話によれば，
この製粉所が出来る以前は他の
村の製粉所へ赴いていたとのこ
とであり，また各農家ともに手
回し臼の準備があるという。
《1964.11. 2.)) 
ファラーフの町とスルター
ネ＝バクワーフ村のほぽ中間点
にあるコホ Jレマーリック Khor-
malik村も，スルターネ＝バク
ワーフ村同様のカレーズ村であ
り，かろうじて 5本のカレーズ
によって簑われているまさに人
工オアシスの感が強い。したが
ってこの村には製粉水車が立地
するだけの水力的基盤がなく，
第37図 スルターネ＝パクワーフ村製粉所のにぎわい
（午後1時）
第38図 コホルマーリック村製粉所のにぎわい
（午後4時）
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製粉の用逹には村民たちは片道 37kmのファラーフまで赴いていたともいう。このような状
況の中で，当村に機械製粉所が開設されたのは3カ月前のことであった（第38図）。
製粉所を所有するのはファラーフの 2人の住人であり，彼らは同時に経営にも携わってい
る。すなわち，製粉される小麦・大麦の賃挽料は15セルにつき 1七ルであるが， これはすべて
所有者の収入となる。ただ実務は，他村出身で製粉所に住込む番人と，当村出身の通いの番人
助手の 2人に任されており，所有者たちは時々監督にあらわれては現物の粉を持ち帰るにすぎ
ない。番人および番人助手には給与として月額それぞれ800アフガニー (=c4,800円） と400ア
フガニー（与2,400円）が支払われている。
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なお，製粉機はパキスクン製，ディーゼルニンジンはチェコスロヴァキア製であり，製粉量
は1日5カハルワール（与2,800kg)という。 ((1964.11.2.)) 
ファラーフの町には機械製粉所は15を数える。そのうちバザール地区には7が集積する。そ
のうちの 1カ所，アブドゥル＝ハキム 'AbdulHakim氏が所有する機械は，製粉機はインド
製 (SKJOLD社製），ディーゼルニンジン (15馬力）はチェコスロヴァキア製 (Raina社製）
で，価格はあわせて42,000アフガニー（与252,000円）であったとの話である。ただファラー
フにみられる機械は．製粉機はほとんどがドイツ製であり．ディーゼルニンジンはドイツ製が
4, 残りはチェコスロヴァキア製という。なお燃料油はソ連・イランに依存している。
アプドゥル＝ハキム氏の印象によれば，ファラーフには製粉の対象となる小麦・大麦の生産
量：に比して製粉所が過多であり，そのため製粉機の操業は非能率である。なお賃挽料は10パウ
C =;4. 4 kg)につき 1アフガニー（キ 6円）という。 ((1964.11. 3.) C続）
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